
あ
つ
べ
つ
略
年
表�

あ
つ
べ
つ�

　
　
歴
史
ク
イ
ズ�
あ
つ
べ
つ�

　
　
歴
史
ク
イ
ズ�

①
　
厚
別
へ
の
入
植�

③
　
鉄
道
跡
地
を
利
用�

当
時
の
厚
別
は
、
小
高
い
所
が
密

林
、
低
い
所
は
湿
地
帯
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
Ｊ
Ｒ
厚
別

駅
周
辺
に
入
植
し
た
長
野
県
出
身
の

か
わ
に
し
よ
し
ぞ
う

河
西
由
造
を
は
じ
め
と
す
る
八
戸
の

人
た
ち
は
、
こ
の
地
を
切
り
開
き
田

畑
を
開
墾
し
ま
し
た
。
由
造
た
ち
の

成
功
か
ら
入
植
者
が
次
第
に
増
え
、

こ
の
入
植
地
は「
信
州
開
墾
地
」と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
後
、

大
谷
地
、
野
幌
と
開
墾
が
進
め
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

問
題
：
河
西
由
造
た
ち
が
建
立
し
た

信
濃
神
社
の
旧
社
殿
は
、
北
海
道
○

○
○
○
の
村
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
八
八
三（
明
治
１６
）年

厚
別
に
長
野
県
人
ら
入
植

①

一
八
九
一（
明
治
２４
）年

札
幌
に
初
め
て
電
灯
点
灯

一
八
九
三（
明
治
２６
）年

信
濃
簡
易
教
育
所
開
設
（
現
信
濃
小
学
校
）

一
八
九
四（
明
治
２７
）年

厚
別
駅
開
業

一
八
九
六（
明
治
２９
）年

厚
別
郵
便
局
開
局

一
八
九
七（
明
治
３０
）年

信
濃
・
大
谷
地
神
社
創
立

一
八
九
九（
明
治
３２
）年

小
野
幌
簡
易
教
育
所
開
設（
現
小
野
幌
小
学
校
）

一
九
〇
〇（
明
治
３３
）年

野
津
幌
簡
易
教
育
所
開
設（
現
上
野
幌
小
学
校
）

一
九
〇
〇（
明
治
３３
）年

札
幌
で
電
話
通
信
開
始

一
九
一
九（
大
正
８
）年

厚
別
で
電
力
の
供
給
開
始

一
九
二
二（
大
正
１１
）年

札
幌
に
市
制
が
施
行

一
九
二
四（
大
正
１３
）年

上
野
幌
に
宇
納
牧
場
開
設

一
九
二
六（
大
正
１５
）年

野
津
幌
（
現
Ｊ
Ｒ
上
野
幌
）
駅
開
業

一
九
二
七（
昭
和
２
）年

現
ひ
ば
り
が
丘
付
近
に
馬
場
農
場
開
設

一
九
五
〇（
昭
和
２５
）年

白
石
村
（
厚
別
を
含
む
）
と
札
幌
市
が
合
併

一
九
五
〇（
昭
和
２５
）年

第
一
回
札
幌
雪
ま
つ
り
開
催

�青葉町５丁目
付近より新札幌
駅方面を望む。
中央右の森が厚
別区役所付近
（昭和３８年ごろ）

�サンピアザオ
ープン１年後
（昭和５３年ごろ）

▲現在の新札幌

下
の
三
枚
の
写
真
を
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
。
四
十
年
前

に
は
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
新
札
幌
周
辺

も
厚
別
副
都
心
開
発
基
本
計
画
に
よ
り
、
札
幌
市
の
副
都

心
と
し
て
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
厚
別
の
開
拓
の
歴
史

は
、
明
治
十
六
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
今
月
は
、
厚

別
の
歴
史
の
中
か
ら
ク
イ
ズ
を
用
意
し
ま
し
た
。
①
〜
⑤

の
問
題
の
空
欄
を
仮
名
で
埋
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

�設立当時の
信濃神社
（明治３０年ごろ）

※
太
字
は
札
幌
市
の
主
な
出
来
事

※
①
〜
⑤
か
ら
ク
イ
ズ
出
題

▲旧千歳線（現在の厚別川虹の橋付近 昭和４２年ごろ）
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